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泥んこの笑顔� 坂崎小学校 田植え体験
　坂崎小学校の５年生が田植え体験を行いました。広さ５畝

せ

（約 150 坪）の田んぼに不
慣れな手つきで、泥にまみれながら、こしひかりの苗を植えました。手元に植える苗が無
くなると、畔から追加の苗が投げ込まれます。うまくキャッチできず泥を浴びても、子ど
もたちの笑顔があふれていました。９月には３俵分のお米が収穫できる予定です。

▲みんなで楽しく田植え体験 ▲あーあ、やっちゃった！

5 / 7

青春の１ページ� 中学校春季体育大会
　幸田中学校、南部中学校、幸田町弓道場を会場として、中学校春季体育大会が開催され
ました。団体８種目 12 競技、個人４種目 11 競技で熱戦が繰り広げられました。団体男子
の部は北部中学校、女子の部は幸田中学校が優勝し、総合優勝には幸田中学校が輝きました。

▲緊迫した卓球男子個人の部の決勝戦！ ▲チームワークも勝敗を分ける大事な要素

5 / 9

大きく育ってね � 豊坂小学校 ナスの定植
　豊坂小学校で毎年恒例のナスの定植が行われました。地元ナス農家の杉

すぎうらよしあき

浦嘉明さんから
指導を受けて、３年生は鉢に、６年生は畑へナスの苗を植えました。３年生は自分の鉢に
植えた苗を嬉しそうに眺めていました。大きなナスが実りますように。

▲３年生は鉢植えに挑戦！ ▲６年生は畑に植えました

5 / 11
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交通ルールを守ろう！�  街頭啓発活動
　春の交通安全運動の実施に併せて、岡崎警察署員と町職員による交通安全街頭啓発活動
が行われました。参加者はのぼりや啓発板を手に、ドライバーや通学児童らに、悲しい交
通事故が起きないよう交通事故抑止と交通マナーアップを呼びかけました。

▲のぼりなどを使ってドライバーへの呼びかけ ▲登校中の児童への声かけ

5 / 14

ものづくりに触れる� 幸田町少年少女発明クラブ開講式・第１回講座
　幸田町少年少女発明クラブの開講式と第１回講座が中央公民館のホールで開催されまし
た。今年で結成４年目を迎える幸田町少年少女発明クラブ。町内の小学校４～６年生 48
人のクラブ員で活動を開始しました。第１回講座は、専任指導員の尾

お ざ き

﨑 勝
まさる

さんが講師とな
り、親子で爪

つ ま よ う じ

楊枝を使って 25cm の橋を作り、単三電池を何本吊り下げることができるか
を競いました。

▲開講式でのクラブ員と講師による記念撮影 ▲何本の電池が吊り下げられるかな？

5 / 17

三河松平氏を学ぶ � 小和田哲男 歴史講演会
　幸田町文化振興協会主催の小

お わ だ

和田哲
て つ お

男
歴史講演会「家康と三河松平氏」が、町
民会館のつばきホールで開催されまし
た。家康公没後 400 年と島原藩主深溝
松平家墓所国史跡指定記念として、静岡
大学名誉教授で文学博士である小和田氏
が、松平氏の系譜と派生状況などについ
て講演を行いました。町内はもとより、
県内外からも多数の歴史愛好家が詰め掛
けました。   

▲講演を行った小和田氏

5 / 17
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輝く汗と瞳に大歓声 � 小学校運動会
　町内の６小学校区で運動会が開催されました。騎馬戦やリレーなどクラス対抗種目のほ
か、音楽に合わせての踊りや組み立て体操など、この日に向けて練習してきた成果を出し
切ろうと、一生懸命に取り組む子どもたちの姿が見られました。応援に来た家族から大き
な声援が送られていました。

▲組み立て体操、見事に決まりました（深溝小） ▲大盛り上がりの『でかパンリレー』（荻谷小）

5 / 23

横断歩道は手をあげて� 交通安全教室 in 菱池保育園
　菱池保育園で、園児と保護者を対象に交通安全教室が開催されました。町の交通指導員
による紙芝居で、横断歩道を渡るときの注意点について学んだ後、園庭に用意された模擬
の信号機と横断歩道を使って、学んだことを実践しました。園児たちは左右の確認をし、
信号を見て横断歩道を渡っていました。

▲交通指導員さんによる交通安全啓発の紙芝居 ▲横断歩道は手をあげて！

5 / 27

旬の味を先取り � 温室ももの出荷
　愛知県内で唯一、幸田町だけで栽培されている温室ももの出荷が、須美の桃農家である
田
たきょう

境義
よしひろ

弘さんのハウスで行われました。今年は４、５月の雨の影響で日照時間が短かった
ため、例年より少し遅い出荷となりましたが、桃の甘さは例年どおりで糖度は 12 度ぐら
いとのこと。ハウス内で温度管理をしながら栽培をすることで、露地ももと比べて１か月
早く収穫することができます。農家さんの努力と工夫の結晶です。

▲温室ももについて説明する田境さん ▲美味しそうな桃がいっぱい♪

5 / 28
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また１つ災害への備え� 王子コンテナー株式会社幸田工場と協定締結
　幸田町は王子コンテナー株式会社幸田工場と「災害時における物資提供等の協力に関する
協定」を締結しました。この協定は大規模災害の発生に備え、住民が避難所で生活することを
想定し、保温対策や高齢者の起床、就寝を考慮した簡易段ボールベッドや段ボールシートを提
供していただける協定です。今後も町内企業と協働して、地域防災力の向上に努めていきます。

▲王子コンテナー㈱幸田工場長の四
し

郎
ろ

園
ぞの

さん（右） ▲災害時に役立つ簡易段ボールベッド

6 / 1

男たちの額に流れる汗� 消防団春の総合訓練
　消防団員の機械器具の取扱い並びに消防操法の基本を競錬し、技術の向上を図るため、
防災広場で春の総合訓練を実施しました。町内を４つの分団に分ける消防団が各分団のプ
ライドをかけ、この日のために重ねた訓練成果を発揮し、競い合いました。
　当日は小さな子どもも多く訪れ、頑張るお父さんに大きな声援を送っていました。
　総合優勝は第４分団、準優勝は第２分団でした。

①②③ハシゴを扱う階梯操法　　④⑤⑥定められたコース上でホースを延長し、火点に
放水する実践操法　　⑦総合優勝した第４分団のみなさん

5 / 31

① ② ③

⑦

④ ⑤ ⑥
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